
SB

このインタービューにご出席いただきありがとうござい

ます。PACTwareコンソーシアムにおけるあなたのポジシ

ョンについて詳しく教えていただけませんか？

HS

ええ、もちろんです。私はPACTwareコンソーシアム理事

会のチェアを務めており、PACTwareとは2010年から関わ

っています。VEGAは他の多くの会社と同様PACTware創

設以来のメンバーです。

SB

PACTwareが何であり、また業界での主なアプリケーシ

ョンのユースケースが何であるかをご説明いただけま

すか？

HS

PACTwareコンソーシアムはプロセスオートメーション

並びにファクトリーオートメーションの業界の会社で構

成される団体です。

すなわち、我々のメンバーはフィールドデバイスやシス

テム基盤のコンポーネントの製造会社です。それだけで

なく、ソフトウェア開発やインテグレーションなどのサ

ービスを提供するソフトウェア開発会社のメンバーもい

ます。

目下のところ、21社が加盟しています。我々の活動はボラン

ティアを基本としているので、これといった従業員がいるわ

けではありません。活動や開発費用は自前で調達したり会費

を当てて、まかなっています。

PACTwareの目論見は、この団体がメンバーとそのユーザ

ーに対してソフトウェアツールを無償で提供し、ユーザ

ーはこれを使ってフィールドデバイスの個々の設定や診

断を行えるようにすることです。いわば、スクリュード

ライバーのようなツールを提供することです。

SB

PACTwareはインダストリアルオートメーション市場でデ

バイスの設定や管理などに広く使われていますよね。最

新のリリースがPACTware 6.1ですが、6.1で新しくなった

ところは？

PACTware 6.1のホーム画面

PACTwareコンソーシアムのチェア
Holger Sack氏とのインタービュー
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HS

PACTware 6.1の新しい機能ですが、大きく分けて2つあり

ます。

まず、一つ目ですが、これはもちろんFDT 3.0対応で

す。FDTは成熟した技術で、我々のソフトウェアの初期の

段階から設計指針において根本的な部分を占めていまし

た。まもなく20年にもなります。

そして、いま一つが、FDIパッケージを利用できると言

う目覚ましい機能向上です。そのために、我々は

CodeWrights社からのiDTMの機能を組み込みました。こ

れによってPACTwareユーザーはこの機能を利用できる

ようになり、アプリケーションの幅も広がりました。

CodeWrights社のiDTMがPACTware6.1に組み込ま

れ、FDIパッケージをサポートしました

このような新たな機能を追加したことで、PACTwareは

すべてのバージョンのDTMとFDIパッケージをサポート

する唯一のフリーなソフトウェアツールとなりました。

当初より、PACTwareはベンダーやフィールドバスに依

存することなく、すべてのユーザーに対してユニバーサ

ルなツールを提供することをゴールとしてきました。

今日、このソリューションは上手く展開し、個別の設定

作業も簡単になりました。このツールでユーザーはなじ

みのある会社の幅広いデバイスにアクセスできるので

す。

SB

そうですね。プロトコル、デバイスモデル、データモデル

が何であれ、これらをサポートするユニバーサルな設定ツ

ールであることに異論はありません。

では、続いて、FDIがプラグ＆プレイの新機能ということ

でしたが、FDT 3.0とFDIとのこれまでの関係は？

HS

これと言った関係はありません。ただ新バージョンの開発

にあたっては、更なる利便性を提供して、このソフトウェ

アをより柔軟にして、ユニバーサル化を図ることを考えた

だけです。

この二つの機能の組込みは、もちろん同時に進めてきまし

た。FDT 3.0標準のリリースにあたって、これが我々の主

要な機能ではあるのですが、このユニバーサルなインター

フェース技術を使ってDTMとFDIパッケージをサポートする

こととしました。

もちろん、FDTは20年もの間利用して来ており、これが

我々の主たる技術に変わりはありません。そしてFDIが登

場してくると、FDI技術、すなわちFDIパッケージのサポー

トがユーザーにとって新たな利便性になると考えました。

SB

では、こういうことでしょうか？ PACTwareが採用し

ている技術によってエンドユーザーは異なるデバイス

タイプのすべてを、単一環境で管理できるようになっ

たということですか？

HS

その通りです。このことは我々にとっても大きなステップだ

っとと言えます。FDT技術が導入されると、我々のツールの

基本的要件は、製造者やフィールドバスの技術に依存せず、

ユーザーにとってユニバーサルなツールを用意することでし

た。
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SB

素晴らしいですね。では後方互換性に話題を移しましょ

う。PACTwareのいいところは、初期バージョンから6.1ま

でずっとインストールベースのDTMをサポートしてきたこ

とです。このことはPACTware 6.1ではどのように対応し、

ユーザーにとって何か変わることはないかについて少し教

えていただけますか？

後方互換性を保つツールを提供することは、我々の主た

る目的でもあり、またユーザーにとってもメリットとな

ることの一つです。ですから、我々はこのことについて

最初から取り組んできました。ただ、これが時には困難

を極め、さらにツールを最新に保つためにベースで使用

する新技術によって、後方互換がこれ以上確保できない

ということもありました。

そこで我々はウェブサイト上で互換性マトリックスを掲

載しました。その中で、オペレーティングシステム間で

のツールの互換性に加え、どのバージョン同士で使用で

きるのか、さらにどのプロジェクトが新バージョンの

PACTwareで実行できるかといった情報を提供していま

す。

あるバージョンから別のバージョンにマイグレーション

するのに何らかのステップが必要な場合は、主に技術的

要因によるものであり、一部の特定の部分についての互

換性に関しては避けることはできません。我々はこれま

ですべてを技術に沿って実装を行ってきました。という

のも、それがユーザーの利点であると思っているからで

す。

SB

PACTware 6.1はこれまでのすべてのバージョンのDTM

と互換性があると言えますか？

HS

はい、PACTwareはFDT 1.2, 2.0, 3.0をサポートしているの

で、すべてのDTMはPACTware 6.1でサポートされていま

す。

Flowserve の FDT 3.0 DTM プロトタイプの例

SB

PACTware 6.1へのマイグレーションに何かステップが必

要でしょうか？マイグレーション中に特定のステップは

あるのでしょうか？

HS

6.Xは以前の5.0バージョンと並行して実行できるので

す。このような柔軟性があるので、ユーザは旧バージョ

ンをアンインストールすることなく、安心して新バージ

ョンを試すことができます。

したがって、ユーザーがセーフネットを望めば、すべての

メインバージョンは並行して実行することができます。

一方で、エンドユーザーはPACTwareを実行するためのハー

ドウェア要件をチェックする必要があります。

SB

PACTware 6.1を動作させるには、特定のオペレーティン

グシステムが必要なのでしょうか？

HS

PACTware 6.1はWindows 10と11上で動作できると言えま

す。すでにテスト済みです。
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しかしながら、もっと古いオペレーティングシステムでも

動作すべきですが、これについてはテストしていないので

補償の限りではありません。

何らかの機能を提供するには、テストを済ませねばなりま

せん。これがポイントです。全メンバーがこれを検証しな

ければなりません。各メンバーが、ベータ―テストやリリ

ーステスト段階でこれを分担するのですが、それができな

いのであれば、テスト費用を支払ってコンソーシアムを助

ける必要があります。

Windows 7やWindows 8は、サポートが終了しています。

したがってこれ以上これらをサポートすることはありませ

ん。もしユーザーがまだこのようなOSを使っていれば安全

性の問題があります。ですので、我々としては最新のOSバ

ージョンにマイグレードすることを推奨しています。

SB

現行のプロジェクトをバージョン6.1にマイグレード

するシームレスなインポートプロセスはありますか？

HS

バージョン5.xのユーザーはプロジェクトをバージョン

6.1で問題なくロードすることができます。しかし、バー

ジョン4.xのユーザーはプロジェクトを、まずバージョン

5.xにマイグレードする必要があります。そうすることで

バージョン6.1でこれを開くことができます。

一方で、ユーザーの中には、決して多くはないのです

が、多数のデバイスを接続する大きなプロジェクトを持

っていることも存じています。ただ、多くのユーザーは

PACTwareを単体ツールとして単体のデバイスの設定に使

っています。このようなシンプルなアプリケーションで

は、バージョン5.xの代わりにバージョン6.1で新規にプ

ロジェクトを作った方が容易かも知れませんね。

SB

6.1では並行して実行する理由はないということですね。

HS

多くの場合、この並行動作はユーザーが自分のプロジェ

クトを新しいバージョンでも上手く動作するかテストし

たい場合に限られています。また、安全を見て前のバー

ジョンを残し、新バージョンで新しい機能を試してみる

場合もあるでしょう。

最新バージョンをインストールし、そこでプロジェクト

を作成し、この新バージョンでプロジェクトがロードで

き、機能面で問題がなければ、最新の一つのバージョン

だけを使い続けるでしょう。何も2つ以上のバージョンを

並行して使う必要はないはずです。

SB

どのバージョンのPACTwareが今日一番多く利用されてい

ますか？

HS

申し訳ありませんが、それは我々にもわかりません。知

りたいところですが。推察するところ、数十万に達して

いることでしょう。20社が20年間参加してきました。

コンソーシアムメンバー会社にとってPACTwareはデバ

イスの設定や分析のメインツールとなっています。

SB

なるほど。インターフェースに関してですが、ユーザ

ーは旧、新バージョンのPACTwareと同じ方法ですべて

を表示して管理することはできますか？

HS

そこが、PACTware 5.0 から PACTware 6.0 に移行した

ときに我々が大きな変更を加えたところです。移行に

際しては、「調整コンセプト」なるものを用意し、ユ

ーザー向けにまったく新しいユーザーインターフェイ

スを作成しました。
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20 年間もの開発で、さまざまな方法でアクセスできるよ

う、新しい機能を組み込んできたため、ユーザーインタ

ーフェースは必要以上に複雑になりました。これがこれ

までの手法でした。

今日、その手法を変えて、1 つの機能に到達する方法が 1 

つだけになるように、ユーザーインターフェイスを簡素

化することにしました。ユーザーが望む設定を迷わず行

えるよう、直感的なユーザーインターフェイスを使って

ガイドも行うようにしました。

診断スキャン機能

デバイスカタログ管理機能

さらに、タッチ対応のWindowsデバイスのインターフ

ェイスも改善しました。市場には、タッチ対応の

Windowsデバイスやモバイルデバイスが数多くあるか

らです。 そこで、タッチ調整、タッチメニュー、およ

びタッチの概念を新しいインターフェイスに反映しま

した。これはユーザーにとって大きな進歩と言えま

す。これまでのところ、大きな問題は聞いていませ

ん。これはある意味で挑戦です。

私たちはこの新しいデザインに満足しています。とい

うのも、ここデザインは、ユーザビリティとユーザー

エクスペリエンスの概念に詳しいユーザーインターフ

ェイスの専門家が時間をかけて作成したものだからで

す。

SB

わかりました。PACTwareは、産業用デバイス管理と

IT/OT運用のための IIoTの道筋をどのように切り開いて

いくのですか?

HS

そうですね、PACTwareは、メンバー会社などからのデバ

イスDTM、通信DTM、Ethernet通信DTMに長年対応してき

ました。

VEGA の新しいデバイスでは、ワイヤレス Bluetooth テ

クノロジ通信を対応しています。つまり、これが IIoT 

に向けた私たちの道筋です。

PACTware 5.0 と PACTware 6.1 のユーザーインターフェイスの比較
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VEGAのBluetooth通信の統合によるIIoTへのサポート

システムの主要な通信構造に影響することなく、デバイ

スへの独立したパスを持つために、設備階層またはオー

トメーションピラミッドを介したセカンドチャネルパ

スを持つNAMUR の NOA コンセプトに関して言えば、

PACTware は完璧なツールだと思います。これはすでに

非常にうまく機能しています。

新しい技術が利用できるようになり、仕様として確立す

るのに十分な安定性が得られ次第、これを実装する予定

です。

SB

ユーザーが PACTware 6.1 の環境で FDT 3.0の DTM 

の機能を利用する方法はあるでしょうか?

HS

はい。この技術はすでに実装されているので、HTML ユ

ーザーインターフェイスを備えたDTM があれば、追加

のセットアップや設定なしで自動的に実行することがで

きます。

SB

では、FDT3.0 の DTM は HTML対応なので、PACTware を

使用すると、ユーザーはアクセスにおける機動性や柔軟

性を得られるということでしょうか？

HS

いいえ、FDTサーバーは PACTware には実装されてい

ません。

ユーザーは、ローカルマシンでPACTwareを実行し、ロ

ーカルマシンでDTMを使用します。そのため、FDTのコ

ア部分ははサーバーはなく、ローカルマシンで実行され

ます。

PACTwareはデバイスに直接アクセスする必要があるた

め、ユーザーはまず DTMまたは FDIパッケージをダウン

ロードしてPACTwareに統合する必要があります。そう

して、ユーザーは、デバイスまたは接続先の構造に直接

通信できるのです。

SB

ところで、何かアドインはありますか？ 先ほど、ソフト

ウェアソリューションプロバイダーが PACTwareコンソー

シアムのメンバーにいるということをお話しいただきまし

た。 PACTwareでこれらの DTMを利用するのにHTMLイン

ターフェイスにアクセスできるようにするアドイン機能は

ありますか?

HS

PACTware は単体ツールとして設計されているので、それは考

えていません。次のステップでも、これらの機能を実装する

予定もありませんが、最初に述べたように、引き続き議論は

続けていきます。私たちはユーザーのために、メーカーや技

術から独立していたいと考えています。

SB

今後の PACTware のリリースに向けて何らかの計画はあ
るでしょうか?

HS

「ダウンロード マネージャー」を次のバージョンに追

加する作業を進めています。この機能を使えば、シス

テムは接続されたデバイスを自動的に認識することが

できます。 ユーザーがDTM またはFDIドライバーをダウ

ンロードまたはインストールしていない場合でも、

PACTware 自体がユーザーをそれらのデバイスサプライ

ヤーのWebサイトに誘導します。そして、オペレーター

に正しいドライバーをダウンロードさせたり、また新

しいバージョンがあればアップグレードさせたりする

オプションも用意します。
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SB

ダウンロードマネージャーは、デバイスドライバーの

リポジトリのようなものですか?

HS

いいえ、PACTware は、これらのデバイスドライバー

を保持しているサプライヤーの Web サイトにユーザ

ーを直接誘導します。ですので、リポジトリやハブ

ではありません。

この機能は、最初は PACTware コンソーシアムのメン

バーが作成したデバイスでのみ機能します。ご存知の

ように、考慮すべきライセンスの問題もありますの

で。

しかし、私たちはまずこれを起点に、私たちとユーザ

ーのエクスペリエンスを収集したいと考えています。

そしてその後、この機能を拡張して、FDThubや他の

デバイスドライバーのリポジトリプラットフォームも

サポートしていきたいと思います。

SB

どのバージョンのPACTwareからダウンロードマネージャ

ーを追加するのでしょうか？

HS

おそらくPACTware 6.2となる次期バージョンで追加

できるようすでに取り組んでいるところです。

SB

PACTware ユーザーがダウンロードマネージャー以外
に期待できる他の機能は6.2にあるでしょうか？

今のところありません。ダウンロードマネージャー

が主な新機能となるでしょう。

目下のところ、誰もが新しい 6.1 バージョンで先進的

な可能性に着目しています。このバージョンには大き

な利点があるので、6.1をスキップしないことをユー

ザーにお勧めします。

SB

したがって、PACTware 6.1 にアップグレードすること

をお勧めするということですね。一度アップグレードす

るれば、今後リリースされる新しい機能と利点をより簡

単に受け入れることができるようになりますしね。

どうも、Holgerさん、ありがとうございました。素晴らし

いお話をお伺いしました。

HS

どういたしまして、お話しできて光栄です。

PACTware 6.1 は、次のメンバーコミュニティから

ダウンロードできます。

pactware.com/de/service/download.
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